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良く知られているように、AdS背景のある極限として得られるPP-wave背景の下では弦理論を量子
化でき、超重力を越えて弦のレベルでAdS/CFT対応を議論出来る [1]。具体的には、弦の真空 |0〉
にTr(ZJ)が対応し、励起状態に関しては、例えば、ボソンが 2つ励起した弦の状態 ai

naj
−n|0〉に対

し、
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J+2 Tr(φiZkφjZJ−k) のようなゲージ理論の演算子が対応する。(φi(i = 1, · · · , 6)
はスカラー場でZ ≡ (φ5 +φ6)/

√
2。Tr(ZJ)に挿入された φi のような演算子を impurityと呼ぶ。)

弦の自由スペクトラムとゲージ理論の演算子の対応関係が分かったならば、弦の相互作用レベ
ルでの対応関係を明らかにすることが次の目標となる。この点に関し、米谷氏との共同研究 [2]に
おいて、PP-wave背景上の弦の場の理論の 3点ハミルトニアンの行列要素H123とゲージ理論側の
CFT係数 C123の間に
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の関係が成り立つべきことをホログラフィーの原理に基づき提案した。
この関係式はBPS状態に対して成立する関係式を non-BPS状態に対して拡張することで得た

関係式であり、特に上式中の f(Neuman係数の組合せで書けている)は弦の長さの効果を含む。実
際に (1)が non-BPS状態に関して成立するか否かは具体的に計算して確かめる必要があるが、任
意の 3点関数に関しその計算を実行することは容易ではない。しかし、この関係式は、反応前後で
impurityが保存するか否か、及び、3点関数の外線状態の種類が何であるか (スカラー、ベクター、
フェルミオン)に応じて特徴的な振舞いをするため、各々の代表的な外線状態に関して双対関係の
成立を確かめることが、一般の non-BPS状態に対して成立するか否かの重要なチェックになる。
実際、これまで様々な非自明な外線状態に関してチェックを行い、提案した双対関係式が成立

することを確かめてきたが [2, 3]、impurityが保存せず、かつ外線状態にフェルミオンが含まれる
場合の計算はその複雑さのためにこれまで成されていなかった。この場合に (1)を確かめる事は、
特に、複雑な相互作用ハミルトニアンのフェルミオン部分の形の正当性、及び、上関係式中の f

の奇与の正しさを確認する上で重要となる。
この問題に対し最近 [4]において、提案した関係式がやはり成立することを明らかにでき、3点

関数の双対関係に関し、提案 (1)式がほぼ間違いないことが確かめられた。この結果は未解決問題
である 1-loopレベルの対応関係を論ずる土台となると考えている。
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